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『ローエングリーン』一そして劇中劇

伊藤嘉啓

（1）

　ワーグナーのパリ滞在中（1839一一42）の交友関係には，1つの特徴が指摘

できる．音楽家との交際は，アレヴィ（Jacques　Fromental　Ha16vy，1799－

1862），アブネック　（Frangois　Antoine　Habeneck，1781－1849），ベルリォ

ーズ（Hector　Berlioz，1803－69）などフランス人であったが，この人たち

との交際はあまり親密でなく，むしろ，学者や画家，ジャーナリストとした

しくした．ハイネ，ラウペ，キ・一ッ　（Ernst　Benedikt　Kietz，1816－92），

アンダース（Gottfried　Engelbert　Anders，1795－1866），レールス（Samuel

Lehrs，1806－43），ペヒト（Friedrich　Pecht，1814－1903）などであり，こ

の人たちはすべてドイツ人である．さらに，この対照をきはだたぜてるるの

は，前者，すなはち，フランスの音楽家たちは，たとへば，アレヴィは，オ

ペラ『ユダヤ女』（La　Ju三ve，1835）の作者として名高く，27年からコンセ

ルグァトワールの教授，36年いごはアカデミー会員であり，アブネックは，

1824年から46年まで，パリのオペラ座の楽長をつとめてみるし，ベルリオー

ズは外国での名声のわりには，フランス本国で受けいれられなかったとはい

ふもの・，『幻想交響曲』（1830）やオペラ『ロミオとジュリエット』（1839）

などの作品で，ゆるぎない地ゐをかくとくしてをり，この人たちはみんな，

当時のパリ楽壇の中心的な存在であったのに対し，後者，すなはち，ドイツ

人の学者，ジャーナリストたちは，（・・イネとラウベを．のぞけば），キーツ，

アンダース，レールス，ペヒトなど全く無名の人々であり，ワーグナーは特
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にこの人たちとしたしかったのであるから，いつれも，うだつの上らぬ連中

が，異国の大都会の片すみで，おたがひの不遇を慰め合ふ・みじめな交友関

係だつたといへる．それぞれの身分をあかぜば，キーツとペヒトは画家，ア

ンダースは，この名まへからして変名であるが，1833年から，パリの国立図

書館の職員，レールスはケーニヒスベルク出身の言語学者で，パリではディ

ド（Didot）社といふ出版社のギリシア古典叢書の編輯員であり，みんな何

とか，むろん，ワーグナーもふくめて，かつがつ露命をつないでみたにすぎ

ない．ついでに，もう1言，いひそへれば，このレールスは，ワーグナーの

小説『パリでの死』（Ein　Ende　in　Paris）に，ドイツの言語学者としてゑが

かれてるる．

　1842年中はじめごろ，レールスがケーニヒスベルクの王立ドイツ協会

（Kg1．　Deutsche　Gesellschaft）から出た1冊の論文集（1838年刊）をワー

グナーのところにもって来た．そのなかに，ルーカス（C．T．　L．　Lucas）の

「ワルトブルクの歌合戦について」（Uber　den　Krieg　von　Wartburg）が

入ってをり，ローエングリーン伝説についても触れてあった1）．ワーグナー

がローエングリーンの話を知ったのは，これがはじめて㌧“ある．

　ルーカスのこの論文は，学問的には，取るにたりぬものであり，こんに

ち，もはや意味をもたないのであるが，あるいは，学問としてマイナーであ

ったからこそかもしれぬが，（学問的に正確な論文など，大抵のばあひ，お

よそ面白くなく，全く不毛であるから），ワーグナーに大きな刺戟を与へて

るる．まつ，ワルトブルクの歌合戦の中心人物であるハインリヒ・フォン・

オフターディンゲンは，伝説上のタンホイザーと同一人物であるとするとこ

ろのルーカスの説にもとづいて，ワーグナーはオペラ『タンホィザー』を書

いてみるし，また，そこで触れられてみたローエングリーンの話が，ワーグ

ナーにこの伝説への興味を喚起したのであり，「こ・から，全く新しい世界

が私に開けてきた」（『わが生涯』，Gregor－Dellin編，　S．224）とワーグナー

自身もいってみるほどである．

　1842年4月，ワーグナーは，むなしくパリを去って，ドイツにかへった．
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パリで認められ，「一流」の仲間入りしょうといふ望みは，すこしも満され

なかったけれども，ドレスデンで『リエンツィ』の上演がきまり，『オラン

ダ人』もまた，マイヤーベーアの世話でベルリンで陽の目を見さうになった

ので，（しかし，それは，当所予定のベルリンではなく，実際はドレスデン

であったが），ワーグナーはそれをせめてもの慰めに，祖国にもどったので

あるが，その途中はじめて，ドイツのシンボルであるライン河を見て，父祖

の国への愛をかきたてられ，また，はるかにワルトブルク城を望見して，タ

ンホィザーとワルトブルクの歌合戦の作品化へのインスピレーションを得て

みる．

　ドイツに帰ったワーグナーは，パリ時代に着想した2つの題材のうち，ま

っはじめに，『タンホィザー』からとりあげる．翌43年2月，ワーグナーは

ドレスデンの宮廷劇場の楽長に就任，30歳にして，やうやく，や・生活の安

定をみた．仕事の方にも，その影響があるのか，このあたりは，わりあひ順

調にす・む．5月22日の誕生日には，『タンホイザー』の台本が出来，まも

なく，作曲に取りか・り，翌44年もそれをつ・“け，45年の4月に総譜が完成

してみる．2年こしの仕事がをはり，だいぶ疲労もたまったので，7月3

日，ワーグナーはi妻と犬と鶏鵡をつれて，保養のため，5週間の予定で，マ

リーエンバートにゆく．ボヘミア地方のこの地は，温泉と泥風呂があり，17

世紀いらい，湯治場として有名であった．

　この骨休めのあひだに，ワーグナーはゲルグィーヌス（Georg　Gottfried

Gervinus，1805－71）の『ドイツ文学史』とヴォルフラムの『パルチヴァー

ル』を読むのを日課とした．ゲルグィーヌスの『ドイツ文学史』は，ワーグ

ナーにノ・ンス・ザックス（Hans　Sachs，1494－1576）の存在を～しへ，．

ーグナーはこの親方歌手を　”die　Ietzte　Erscheinung　des　k廿nstlerisch

produktiven　Volksgeistes“（『友人への報告』）としてとらへ，この人を主

人公にしたオペラを計画し，医者のとめるのもきかず，そのための草稿づく

りをはじめた．

　また，『パルチグァール』は，いふまでもなく，．中高ドイソ語の作品であ
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るから，ジムロック（Karl　Simrock）訳とサン・マルチ（San　Marte）訳と

いふ2つの現代語の助けをかりて読んだのであるが，このときのワーグナー

の興味の中心は，やく2万5000行にもおよぶ長大な・この叙事詩の最後の

120行ほどに出てくるローエングリーンの話であった．

　元来，神（超人間）と人問との結婚，たぐし，その際，（神の）身元は一

切詮索しないこと・いふ話は，何もローエングリーン伝説だけではなく，古

くから各地に見られる．類例として，ワーグナーはゼウスとセメーレの恋を

あげてみる（『友人への報告』）．大神ゼクスを見たものは死ぬことになって

みたので，ゼウスは恋人セメーレにも，その姿を見せなかった．ところが，

ゼウスの妻ヘラにそ・のかされたセメーレは，ゼクスにねだった，「わたし

を本当に愛してみるのなら，真のお姿を見せてください」と．ゼウスはため

らったが，つひに，真の姿で目白ーレをおとつれると，セメーレはたちまち

焼け死んでしまった，といふギリシア神話である．

　しかし，よりふさはしいのは，エロス（アモール）とプシュケーの話かも

しれない．愛の神エロスに愛されたプシュケーは，エロスが夜しかやって来

ないので，その姿を見ることが出来なかった．そのために，嫉妬ぶかい2人

の姉に入智慧されたプシュケーは，エロスを怪物ではないかとうたぐるやう

になり，たうとう明りをつけて，エロスの姿の美しさに感歎したが，後の祭

だつた．エロスは，すぐに，姿をかくし，いっこともなく立去った．

　日本の民話では，『鶴の恩がへし』（夕鶴）などが，このたぐひの話の亜種

であらうか．

　ローエングリーンの話は，独仏の地域にまたがって広く分布する伝説で

ある．フランスの作品としては，クレチアン・ド・トロワ　（Chr6tien　de

Troyes）の『ペルスヴァル』（Perceval）と作者未詳の武勲詩があり，ドイ

ツにおいて，作品としてや・まとまったものは，コンラート（Konrad　von

WUrzburg）の『白鳥の騎士』（1）67　So鳶職7薦θ7）と作者のわからない叙

：事詩『ローエングリーン』とである．コンラートの作品は，『パルチグァー

ル』よりも，やく40年おくれて成立したのであるが（『パルチグァール』は
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1210年ごろ，『白鳥の騎士』は1255年ごろ），グォルフラムとは直接つながら

ず，フランスの武勲詩にもとづいてみると云はれる．たぐし，この詩，ワー

グナーは読んでみない．

　もう1つの作者不明のは，コンラートのよりも，さらに40年ほどおくれ

て，13世紀のすゑ（1290年ごろ），バイエルンの吟遊詩人の手になるもので，

これは『パルチグァール』の末尾120行の敷術拡大になってみる．この作品

は，1813年，ゲレス（Joseph　G6rres，1776－1848）が詳しい解説をつけて出

版した．ワーグナーはマリーエンバートで，『パルチグァール』と一緒に，こ

のゲレス本も読んでみる．

　しかし，ワーグナーにとっては，グォルフラムのローエングリーンについ

ての記述は，あまりにも簡潔すぎたし，作者未詳の叙事詩は，よけいなこと

のみが長々と書かれてみて退屈であり，肝腎なことはゑがかれてるない，と

おもはれた．「この古いドイツの詩は，このやうな文学の形で私たちにつた

へられたもの・うちで，最もつまらなく，最も平凡なものである」（兄アル

ベルト宛のてがみ，1845年8月4日）といふのが，ワーグナーのこの作品に

たいする感想であった．しかし，ワーグナーは裁判をする王を，（オットー

大帝ではなく），ノ・インリヒ1世とし，また，この王のハンガリー戦争をも

作品の中に取りいれるなど，外形はこの無名氏の作から借用してある部分も

おほい．

　『パルチグァール』末尾の120行，および，作者不明の『ローエングリー

ン』，いつれもワーグナーを満足させず，そのためにかへって，ワーグナー

の創作意欲をかきたて，この埋没してみる素材に適切な形をあたへ，永遠化

してやらうと，おもひた～ぜたのである．7月16日，『マィスタージンガー』

のながい散文草稿を書きあげると，やすむ間もなく，『ローエングリーン』に

とりか～り，8月3日には，粗い構想が完成してみる．「きのふ，『ローエン

グリーン』のための大へん詳しい，完全な構想を書きあげました．とても

嬉しいです」と，兄アルベルトに書いてみる（8月4日）．『ローエングリー

ン』が，このやうに『マイスタージンガー』に踵を接して着想されたのは，
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ワーグナーの興味が，この時点で，大きく『ローエングリーン』の方に傾い

たことを示してみるであらう．

　8月9日，ワーグナーはマリーエンバートを発ち，カールスパート，テプ

リッツをへて，8月15日，ドレスデンにもどって来た．ワーグナーがこの帰

途の旅行中に，ドレスデンでは，ある突発事件があった．（次の国王）ヨノ・

ン公（Johann，1801－73，即位1854）の護衛の1人が，民衆にむかって発砲

し，多数の死傷者を出したのである（1845年8月12日）．これを契機に，民

衆と王家とのあひだは，急速に分離した．

　ドレスデンに帰ったワーグナーは，『マイスタージンガー』と『ローエン

グリーン』の2つの草稿をまへにして，1まつ，先に書いた『マィスタージ

ンガー』の：方は筐底にしまひ，後に手をつけた『ローエングリーン』の作品

化をす・める．この選択は，『マイスタージンガー』草稿の直後に，ローエ

ングリーン素材にむかった時から，すでに決定してみたともいへる．それだ

け，ローエングリーンは，作品化にふさはしい題材だつたのである．11月11

日，ワーグナーはドレスデンの「天使クラブ」で，『ローエングリーン』の

台本を朗読，その聴衆の中には，ワーグナーの競争相手の1人であるシュー

マンもまじってみた．ワーグナーは，さらに手をいれて11月27日，台本完

成．作曲は幾度かの中断をはさみながら，46年，47年とかけて，総譜が出来

あがったのが，48年4月28日であった．

　しかし，初演の機会は，なかなかおとつれない．この年（48年）の2月，

パリで革命がおこったのが（2月革命），各地に飛火して，ヨーロッパ全土

に，革命，暴動，反乱が頻発し，つひには，49年5月のドレスデン暴動にま

でつながる，このやうな時代風潮に影響されて，ワーグナーもこの時期，大

いに政治的になり，そのあげくのはてが，ドレスデン暴動に加担した～め

に，スイスのチューリヒに亡命しなければならぬ破目に陥る．亡命といふ不

自由な生活のなかで，ワーグナーが何よりも望んだものは，最新作の『ロー

エングリーン』の上演であった．ワーグナーは，いま，もっとも自分の芸術

を理解してみてくれるとおもはれるリスト，この友人は，ドイツからスイス
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へにげる際にも手をかしてくれたのであるが，そのリストをたよって，何と

か，このオペラを上演したいと考へ，その旨の手紙をおくる．リストの骨折

りで，ワーグナーのねがひは叶へられ，1850年8月28日，ゲーテの誕生の記

念日に，ワイマルで初演された．

　亡命中のワーグナーはドイツ各国への入国を禁止されてみたので，この舞

台にたつさはることは勿論，見にゆくことも出来なかった．それで，ワーグ

ナーは，弟子といふよりは，走り使ひといふやうな役目をしてみたカール・

リッターを，フィマルの劇場におくった．その報告によると，このたびの公

演は，「音楽としては成功だが，演劇としては，や・物たりなかった」とい

ふのであった．

　ワーグナーはすぐに（9月9日），ワイマル宮廷劇場の監督のチーゲザル

（Freiherr　von　Ziegesar）に手紙をかいて，この作品にたいする自分の考へ

を説明してみる．まだ，芸術論の大著『オペラとドラマ』こそ出来あがって

みないもの・，すでに，『芸術と革命』，『未来の芸術作品』を書きをへて，

オペラにたいする自己の立場を確立してみたワーグナーは，（『ローエングリ

ーン』執筆の時点で，ワーグナーの芸術理論は著書にまで整理されてるなか

ったが，すでに頭の中では，ほ・“まとまってをり），この手紙の中で，『ロー

エングリーン』といふ作品に即しながら，当時のドイツ・オペラ界への批判

と（ワーグナーの理念から見て）オペラのあるべき姿とを簡潔に述べてみ

る．

　「監督閣下，貴劇場の上演によって生命を吹きこまれることになった戯曲

は，いろいろ多様な部分のつなぎ合はせられたものではなく，あらゆる部分

が緊密にむすび合はさった1つの全体としてゑがかれてるるところに，その

重要な特質があるといふことを，貴下は十分ご承知のうへで，この上演を企

画なさったこと・存じます．この作品の作者は，個々の音楽部分の効果によ

る喝采をのぞんでみるのではなく，むしろ，この作品の中で音楽は，作者が

表現しようとしたもの一すなはち，ドラマのために，もっとも昂揚した，

もっとも包括的な表現手段として利用したにすぎないのです．…音楽的なド
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ラマの印象を正確に享受するために，劇場において，聴衆は音楽をとくに理

解しなければならないと，私たちがそんな風に老へますならば，それは大き

な誤りであります．このやうな誤った老へにいたったのは，間違って，オペ

ラにおいては，音楽が目的であり，ドラマは音楽のための手段にすぎない，

とされてみるからであります．じつは，反対に，音楽はせいぜいのところド

ラマをあらゆる瞬間に明確に，そして，すみやかに，理解させる手助けをし

てみるにすぎません．それですから，よい（つまり，理にかなった）オペラ

を聴く際には，音楽のことなどはまるで気にせず，た・“聞えてくる程度でい

・ので，これにたいして，演じられる話には，全関心を集中すべきなのです．

以上の理由から，そこなはれぬ感覚と人間的なこ・ろをもった人なら，誰で

も，立派な観客といふわけです．劇の内容が音楽によって，よりょく把握さ

れ，よりょく理解されるべきで，音楽によって，覆ひかくされて了ってはな

らぬ，と私はおもってみるのであります．この点において，私のローエング

リーンのワイマルでの上演は，この作品の純粋に音楽的な部分が，本来の戯

曲的な部分よりも，はるかに完成してみたといふ限りにおいては，この上演

は不適切であったやうに思はれるのです．その罪は，わが国学オペラ界の一

般的な風潮にこそあるのでありまして，この風潮は，わが国のあらゆる歌ひ

手に，はじめから，極度に混乱したわるい影響をあたへてるるのであります．

私のローエングリーンのこのたびの上演に際して，たぐ，音楽だけが注目さ

れ，それも，オーケストラだけが目立つたとしますならば，出演者たちが，

自分の役割をはたせなかったといふことになります」

　この手紙をよむと，ワーグナーがオペラといふものを，このころ，どのや

うに考へてるたかずよくわかる．

（2）

　オペラ『ローエングリーン』を，ワーグナーのそれまでの作品，たとへ

ば，『さまよへるオランダ人』や『タンホイザー』と対比してみると，いく
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つかの特質が指摘できる．ワーグナーはそれまでの作品を書くにあたって，

1つ，ないし，せいぜいでも2つの素材しか使ってみない．『リエンツィ』

はブルワー（Edward　Bulwer－Lytton，1803－73）の小説，『オランダ人』

はハイネの小品と，それぞれ1つの素材にたよってみるにすぎないし，やう

やく，『タンホィザー』にいたって，複数の材料を用みたとはいへ，タンホ

イザー伝説と歌合戦伝説の2つにすぎない．ところが，『ローエングリーン』

では，ワーグナーは数おほくの資料を利用してみる．先にあげたルーカスの

論文，ゲレス本のローエングリーン物語，ジムロック訳とサン・マルチ訳の

『パルチグァール』などのほかに，グリム兄弟の『ドイツ伝説』ややーコ

プ・グリムの『ドイツ法律古事誌』（1）θκ’so加Rθo乃’so1’θ7薦勉θ7，1828），

『慣習法令集』（πθゴs魏初67，Tei11～3，1840～42）などが，かぞへられ

る．このなかで，私たちの注意をひくのは，2つの法律書であるが，あきら

かに，それらを参照したとおもはれる個所を，『ローエングリーン』の場面

から拾へば，第1幕第3場の「王の裁判」，第2幕第5場の「判決への異

議」，第3幕第3場の「死者にたいする告訴」などが，あげられるといふこ

とである（グェステルンハーゲン『ワーグナー』，白水社，153頁）．

　ローエングリーン伝説では裁判をするのは，カール大帝（747～814，西ロ

ーマ皇帝戴冠800）であったり，オットー大帝（912～973，神聖ローマ皇帝

即位962）であったりするが，ワーグナーはこれをハインリヒ1世（875頃～

936）としてみる．ワーグナーが参照した先行作品のなかでは，すでに作者

未詳の『ローエングリーン』で，さうなってみるのであり，その点で，ワー

グナーはこれをそのま㌧受けついだといへるが，ワーグナーがそれを採用し

たのには，それなりの理由があったであらう．

　フランク王国が3つに分裂したのち，911年，コンラートが初代のドイツ

王（deutscher　Kδnig）につき，こ・にドイツ王国が成立したが，しかし，

コンラートは間もなく退位，ザクセン公ハイリヒ1世が，ドイソ王にえらば

れ，919年から936年まで，17年間もその地位にあったから，事実上は最初の

ドイツ王ともいへる．（ザクセン入のワーグナーにとっては，ハインリヒが
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ザクセン公といふのも，親しみがもてたであらう．）このころのドイツ王国

にとって，最大の課題は，東からのハンガリー（マジャール）人の侵冠を，

どのやうにふせぎとめるか，であったが，ノ・インリヒは，924年，貢物を条

件に9ケ年の停戦をむすび，そのあひだに，軍備をと・のへ，和戦の期限が

切れた933年，ノ・ンガリーを破って，ドイツに勝利をもたらした．（しかし，

ドイツ王国とハンガリーとの紛争は，これでをはらず，次のドイツ王オット

ー大帝が，955年，アウグスブルク2）で決定的に・・ンガリーを破って，やう

やく決着がつく．）

　このころ，すでに，ワーグナーは大いにナショナリスティクになってみ

た．その原因は，第1に，時代からの影響である．ナポレオンに占領されて

以ご（19世紀初頭から），ドイツは自国文化の認識に目ざめ，それがロマン主

義となって，一じ，精神界を支配した．ロマン主義運動の具体的なあらはれ

の1つが，グリムによる民話や（過去の）法律，慣習法の蒐集である．第2

に，ワーグナーのころのドイツ・オペラ界で主流を占めてみたのは，（ドイ

ツ・オペラではなく）イタリア・オペラやフランス・オペラであった．その

ため，ワーグナーのオペラも，なかなか上演してもらへなかったのである．

それに対する不満，さらにそれに追ひうちをかけるものとして，パリ滞在が

ある．ワーグナーは当時の文化の中心地パリに出て行っては見たもの・

（1839－42年），た◎異郷の大都会で，無名の外国人としての悲哀を味はつ

たのみで，何ら成功も得られなかった．この体験が，ワーグナーを大きく祖

国愛に走らせる1つの契機となったのであって，パリからの帰途，生れては

じめて，ライン河を見たときの感想を，ワーグナーは「目に明るい涙をうか

べて，貧しい芸術家である私は，祖国ドイツに永遠の忠誠を誓った」（『自伝

のスケッチ』）と書いてみる．

　このやうに，ロマン主義からの影響と自己の体験とからナショナリスティ

クになってみたワーグナーにとっては，『ローエングリーン』のなかの裁判

する国王は，カール大帝やオットー大帝よりも，ドイツ王国の事実上の最初

の国王と見なされ，しかも，年来の外冠ハンガリーに一撃を与へて，ドイツ
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王国の国威を発揮したハインリヒ1世こそ，ふさはしかったのである。かう

して，ワーグナーの『ローエングリーン』は，大へん愛国的なオペラとなっ

た3）．そのためでもあらうか，ヒトラーが（12歳のとき）はじめて見たワー

グナーのオペラは，ほかならぬ『ローエングリーン』であり，ヒトラーは，

たちまち，この「バイロイトの巨匠」の崇拝者となったといふ（『わが闘争』

角川文庫，39頁）．

　このほかにも，ワーグナーは『ローエングリーン』のなかに，いくつかの

史実一それは，主として，ヤーコプ・グリムの『法律古事誌』や『慣習法

集』を参照したものとおもはれるが，史実にもとついた中世の裁判の模様を

折込んでみる．神明裁判の試合も，ワーグナーでは，剣をもつて（馬上でな

く）地上で闘ひ，相手を殺すまで行ふのではなく，一：方が倒れて，それで勝

負がついてみる4）．

　『ローエングリーン』の難点は，「超人的な実体とその使命」とを，そこ

から起る「悲劇的葛藤」と・もに，どのやうにして観客に納得さぜるか，で

あるといはれる．グェステルンハーゲンは，テキストだけを読んでみれば，

そのやうな疑問が出るのは当然であり，ローエングリーンといふ超人間的な

現象を人々に納得させてみるのは，前奏曲の効果なのだ，といってみる（『ワ

ーグナー』，白水社，165頁）．しかし，まへにも見たやうに，ワーグナーは

この作品について，音楽はたぐ聞き流すだけでい・，といってみることもあ

り，これでは少し音楽に比重をかけすぎてみるとおもへぬでもない．解決は

テキスト自体の中にもとめられるべきであらう．

　エルザの祈りによって，神に遣はされた者が，とつぜん，降って湧いたや

うにあらはれるといふ奇蹟が，ローエングリーン伝説のポイントになってみ

るが，それは奇蹟であるから，いふまでもなく，非現実的なものであるけれ

ども，その奇蹟が史実の支へによって，観客（読者）に無理なく，自然に信

じられるやうになった．つまり，史実が，この物語にリアリティを与へてる

るのである．それは，たとへば，事実が半分，虚構が半分の話が，事実にひ

かれて虚構の部分までも，本当らしく見えて来るのに似てみる．た◎し，い
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ふまでもないが，：事実が必ずしもリアリティをもたらすとは限らない．実話

でも，少しもリアリティがないばあひもあるし，全くの虚構の話が，強いリ

アリティをともなって迫って来ることもある．

　『ローエングリーン』が，ワーグナーのそれまでの作品との相違の第2

は，ドラマとして，格段の進歩をしめしてみることである．あるいは，『オ

ランダ人』や『タンホィザー』とくらべて，『ローエングリーン』の方が，

よりドラマ的（dramatisch）である，といってもい・かもしれない．ドラマ

的（dramatisch）とは，ある辞書の説明によれば5），「緊張にみちた，葛藤

に富んだ」（spannungsvo11，　konflicktreich）となってみる．『ローエング

リーン』の（文学的な）成功は，ひとへに，2つの相反する力の対立・抗争

一つまり，「葛藤」を「緊張にみちた」表現で，見事にゑがいてるるとこ

ろにある．前作『タンホイザー』にも，すでに，それはないわけではない．

「『タンホイザー』は人間のこ・ろを主戦場としてえらんだ2つの原理，すな

はち，肉体と精神，地獄と天国，悪魔と神の闘争をあらはしてみる」（「ワー

グナーと『タンホイザー』のパリ公演」）とボードレールはいってみる．し

かし，『タンホイザー』では，それは抽象的，理念的であった．ことばをか

へていへば，2つの原理のそれぞれの主張を十分に具体化してみない．ボー

ドレールの分類にしたがへば，肉体，地獄，悪魔の方は，わりあひによくゑ

がかれてるる．それに反し，精神，天国，神の方は手薄である．だから，最

後に，エリーザベトの死によって，タンホイザーが救はれるところが，すこ

し唐突の感がぬぐへないのである．これは，わたしだけの感想ではないであ

らう．なぜなら，いま，私たちがこのオペラを見るときには，最終場に，エ

リーザベトの棺が運ばれて来るが，初子では，棺は登場せず，たず鐘の音だ

けで，エリーザベトの死を暗示した・め，観客には，何のことかよく分らな

かったので，のちに，ワーグナーは，いまのやうな形にあらためたのであ

る．もし，精神，天国，神の原理が，十分に表現されてみたならば，かうし

た結果にはならなかったであらう．

　この点において，　『ローエングリーン』は一歩をす・めてみる．ワーグナ
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一は『ローエングリーン』を書くにあたって，ローエングリーンとフリード

リヒ詔オルトルートといふ善悪の対立を設定してみるが，グラールの騎士ロ

ーエングリーンは，伝説に助けられてみるところは，もちろん，あるもの～，

エリーザベトよりは，ずっと具体的にゑがかれてるる．2つの作品は同程度

の長さなので，作品内での比重を見るために，2人の歌の量を比較すれば，

エリーザペトの歌は全部で126行であるのに対し，ローエングリーンのは249

行と，約2倍の量になってみる．歌の分量の多寡だけでは，一概にきめられ

ないが，それでも，どれだけ具体的にゑがかれてるるかのいくらかの目安と

ならなくもないであらう．『タンホイザー』では，肉体，地獄，悪魔をあら

はしてみるヴェーヌスは，比較的に成功してみた方ではあるが，『ローエン

グリーン』のオルトルートは，「悪役」として，ヴェーヌスよりも，格段に

うまく行ってみる．『ローエングリーン』が，戯曲的に見て成功してみるとい

はれるのは，このオルトルートといふ悪役の女性を創作したことによって，

ローエングリーンとの対比・葛藤が明確化した点にあるといへる．

　ローエングリーン，エルザ，フリードリヒなど，これらの主要人物は皆，伝

説のま・であるが，たずオルトルートだけは，伝説には登場ぜず，ワーグナ

ーが自由に創り出したのであるが，この際，ワーグナーはあきらかに，シェ

ークスピアを念頭においてみたにちがひない．ワーグナーはシェークスピ

アを愛読し，それから大きな影響をうけた．　ドレスデンの中学校（Kreuz－

schule）の時代に，た◎シェクスピアを読むためだけに，英語を学び，『ノ・

ムレット』と『リア王』とを合体したやうな壮大な悲劇を書かうとしたほど

（『自伝のスケッチ』）の熱のあげやうであった．

　オルトルートは，まつ，夫をそ・のかす女である．第2幕第1場，その日

の昼間，ローエングリーンとの決闘にやぶれて，追放をいひわたされたプリ

ードリヒは，意気三三し，判決にしたがって，こ・から出て行かうとしてる

る．フリードリヒは，一見，剛勇に見えるが，内心は逡巡する弱いをとこで

ある．丁度，マクベスのやうに．オルトルートは，マクベス夫人である．彼

女は，夫を決断へと駆り立て，決行させる．
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フリードリヒ「あのけがれのない娘を訴へようと，おれが思ひ立つたの

　は，お前が出した証拠，お前がいった話のためではなかったのか」

オルトルート「お前さんは，

　い」

自分の弱虫に神様といふ名まへをつけるのか

オルトルート「まあ，お聞きなさい．一何よりも肝腎なのは，こ・から

逃げださないことです．そして，頭を使ふんですよ，まつ，あのをんな

　に疑ひのこ・ろをおこさせるんです．さうして，あの男が魔法で裁判を

　だましたんだと，愚痴るんですよ」

フリードリヒ（こ～ろの中で，だんだん怒りが燃えて来て）「さうだ，ま

　やかしだ．魔法の策略だ」

オルトルート「ゆっくり，よ一く考へてごらんなさい．仕返し・たときの

　フクワクした嬉しさを，教へてあげますよ」

　かうして，フリードリヒのこ・ろは決り，2人の復讐を誓ふ合唱で，この

第1場はをはる．

　第2場，夜である．焼々と明りがともされ，嬌声とにぎやかな笑ひ声にあ

ふれた部屋から，いまや，幸福に酔ってみるエルザが，すこし風を入れるた

めに，バルコニーに出て来る．下の暗いところに，うつくまるやうに，オル

トルート．こ・で，オルトルートは，マクベス夫人から，『オセロ』のイヤ

ゴーに変はる．オセロは一片のうたがひもなく，デスデモーナを熱愛してみ

る．イヤゴーは，そのオセロのデスデモーナに対するこ・ろを，180度転換

して，オセロを猜疑の鬼にするのである．どのやうな方法で？　相手（オセ

ロ）の好奇心を，たくみに利用して，少しつつ，しかし，確実に，オセロの

こ・ろをかへて行く．
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　『ローエングリーン』では，オルトルートは，まつ，相手（エルザ）の同

情をひくことからはじめる．同情心を利用するのである．この方法は，うぶ

な乙女ご・うには大へん効果的である．

エルザ（外にむかって）「オルトルートさん，どこにいらっしゃるの」

オルトルート（うやうやしく，エルザのまへに，ひれ伏して）「こ・にを

　ります一お足許のところに」

エルザ（オルトルートのすがたを見て，びっくりして，後ずさりしなが

　ら）「まあ，何てことを」

　こ・までは下準備，これから少しつつ，本来の目的にとりか・る．それ

も，（丁度，イヤゴーのやうに），最初からズバリと刻心に迫ったりはしな

い．それでは，相手が反回してしまふ．切り札は，もってみるやうな，みな

いやうなそぶりをしてこそ，効力をもつ．好奇心の利用である．・

オルトルート「ご親切，何とお報いしてよいか分りません．何の：カもな

　い，みじめな私ですから．

私があなたのお恵みで，お側にすんでもよいのでしたら，私はいつまで

　も変らず，乞食女のやうにお仕へいたします．

　　（ますますエルザに近づいて）

　たぐ，私には，1つの力がございます．どんな偉い人も，この力を私か

　ら奪ふことは出来ません．

　その力で，あなたのおいのちをおまもりするやうになるかもしれません

　し，あなたが後悔のくるしみを味は・ずにすむやうにかばってさし上げ

　られるかもしれまぜん」
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エルザ（無邪気に，したしげに）「それはどんなことですの」

オルトルート（勢ひついて）「ご忠告申しあげてみるのですわ．（自分をお

　さへながら）ご自分の写せを，あまり軽々しくお信じなさいませんやう

　に，と」

　かうして，ワーグナーは同情心と好奇心とを利用して，エルザのこ～ろの

方向を，すっかり逆転さぜてしまった．その際に，ワーグナーは，（ローエ

ングリーンやエルザの対立者である）オルトルートやフリードリヒにも，よ

く感情移入をおこなひ，「のけ者」の悲哀を十分にあらはしてをり，こ～に，

このオペラのドラマとしての成功がある，とヴェステルンハーゲンはいって

みる（『ワーグナー』，165頁）．

　しかし，『ローエングリーン』に：おいて，いま～でしばしばいって来た，

「ドラマとしての成功」とは，19世紀市民劇のやうに，心理的な動機が論理

的に裏づけられてみるといふのではない．そのやうな尺度でみれば，いかに

史実を折込んで実在感を与へたとはいへ，白鳥にひかれた小舟で，降って湧

いたやうに騎士があらはれる場面などは，およそナンセンスである．

（3）

　ワーグナーの『ローエングリーン』は，大略，次のやうなはなしである．

　第1幕．アントワープの近くのシェルデ川のほとりの草地．舞台奥の左

手，大きなカシの木のしたに，ドイツ王ノ・インリヒが，ザクセンとテユーリ

ンゲンの伯爵，貴族，戦士などをしたがへて立ってるる．（第1場）王がこ

のブラバント地方にやって来たのは，ほかでもない．ドイツ王国の東の国境

が，ノ・ンガリーからの攻撃にあひ，王は9年間の停戦をむすんだが，いまや

その期限もきれたので，東にそなへるために，王はこのブラバントにも募兵

におとつれたのである．ところが，ブラバンドでは公爵（領主）が亡くな
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り・あとには2人の子供がのこされた．姉のエルザ（Elsa）と弟のゴットプ

リート（Gottfried）である．不幸は，さらにつゾいた．エルザと一緒に森

へ散歩に出かけた世継ぎのゴットフリートが，エルザとはぐれ，行方不明と

なったのである．先の領主の弟（すなはち，エルザとゴットフリートの叔

父）フリードリヒ・フォン・テ・レラムント（Friedrich　von　Telramund）

が，エルザに弟殺しの罪をきせ，かつ，ブラバント国の継承権は，自分にこ

そある，と主張する．フリードリヒはノ・インリヒ王にエルザを訴へ，王はお

ごそかに，神明裁判をおこなふ旨を宣言する．以上，第1場では，おもに王

とブリ6ドリヒとの会話から，事件のそれまでの経緯があきらかになる．ギ

リシア悲劇でなら，コーラスの役目である．

　（第2場）エルザ登場．白い極めて質素な服装をしてみる．フリードリヒ

が訴へてるるやうな重い罪を～かした女性とは見えない．王はエルザに，プ

リードリヒから告発されてみる事柄をみとめるか，どうか，とたつねる．そ

れに対して，エルザは夢のやうな話をし，そのなかに出て来る騎士を彼女は

待ってをり，その騎士が，（神明裁判の際には），自分の代理の鞍士となる，

と答へる．

　いよいよ神明裁判がはじまった．伝令官がす・み出て，エルザの代りに，

フリードリヒと戦ふ者は，即刻こ・にあらはれるやうにと，四方にむかって

叫ぶ．（神明裁判では，病人，老人，をんな，子供などは，代理人をたてる

ことが出来る．）誰1人，あらはれない．エルザは，もう1ど繰返して，呼

びかけるやうにと要求する．それで，伝令官はもう1ど，おなじことをくり

かへす．そのとき，シェルデ川を白鳥にひかれた1艘の小舟が遡って来るの

が見える．舟のなかには，エルザの話そのま㌧に，1人の騎士が乗ってみ

た．

　（第3場）ローエングリーンが，「おもい罪をきせられてるる乙女のため

に戦ふやうにと，私はこ・にっかはされたのです」と，こ・に来た理由をあ

きらかにし，エルザに，自分がこの決闘に勝てば，結婚してくれるか，とた

つねる．たぐし，それには条件が伴ふ．それは「私がどこから来たか知りた
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いとおもったり，私の氏・素姓をきいたりしてはいけない」といふのであ

る．エルザは身もこ＼うも，それにブラバントの国もローエングリーンにゆ

だねることを約束する．．

　ローエングリーンとフリードリヒが作法にしたがって，剣をぬいて戦ふ．

はげしい攻防．つひに，フリードリヒが倒れるが，ローエングリーンはブリ

ードリヒのいのちだけは助けてやる．

　第2幕である．アントワープの城内．騎士の館のまへ．左手に婦人部屋が

見える．右手に聖堂．夜である．（第1場）オルトル・「トとフリードリヒ．

フリードリヒはオルトルートにお前の口車にのせられて，エルザを訴へ，そ

して裁判にやぶれ，追放の身となった，もとはといへば，みな，お前のせみ

だ，とオルトルートをなじる．

　オルトルートはフリードリヒに，お前さんが負けたのは，ほんたうに負け

たのではなくて，魔法に負けたのだと説明する．あのどこの馬の骨か分らぬ

者は，魔法で強くなってみるのであり，魔法で強くなってみる者は，どこ

か，からだの1部を（たとへば，指先でも）切りおとせば，たちまち魔法が

とけて弱くなってしまふといふのである．

　オル恥ルートとフリードリヒは復讐を誓ふ．

　（第2場）エルザが婦人部屋のテラスに登場．彼女はやっと訪れた今の幸

福を讃美する．オルトルー．トはフリードリヒを物かげにかくれさせ，エルザ

と1対1になって，彼女にわが身の不幸をなげく．オルトルートはこ～で，

ローエングリーンを信じきってみるエルザのこ・うに，疑惑をうゑつけよう

とする．オルトルートは，まつ，「夫はわるい妄想にまよはされて，けがれ

のないあなたに罪をきせてしまったが，いまは後悔にこ・ろをひきさがれて

るる」と切り出す．みじめに，足許にひざまついてるるオルトルートを見

て，エルザの同情心がうごく．エルザはオルトルートへの憎しみを，すっか

り水に流し，フリードリヒのこともローエングリーンに何とかとりなしてみ

よう，となぐさめる．オルトルートは，「お側に住んでよいのなら，私はい

つまでも乞食女のやうにお仕へいたします」といひ，ついでのやうに1私は
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何も出来ないが，ある力であなたをおまもり出来るであらう．それがあなた

のこ慈愛へのせめてものお返しである．その力といふのは，未来を見通す力

であり，それで見ると，あの見知らぬ男は，魔法の力でこの国へやって来た

のであり，将来，あなたを見捨てなければい・が，「……と，いふのである．

エルザがこたへる．あなたは人を信頼するといふことを知らない．信頼は，

「悔いのない幸福」をもたらす．オルトルートの独白「何て，うぬぼれ！

でも，これでわかった．あのをんなのうぬぼれに武器を向けよう！　あの女

の高慢ちきが，あとで悔みになりますやうに！」

　この場は，キリスト教とヨーロッパ古来の異教との対立抗争とも取れる．

聖杯の騎士であるローエングリーンが，キリスト教を代表するとすれば，オ

ルトルートとフリードリヒは，古代ゲルマンの神々をあらはしてみる．オル

トルートがグォータンやフラィアに助力をねがってみるのでも，それが分

る．ローエングリーンとブリ「ドリヒとが，神明裁判であらそひ，フ、リー、ド．

リヒがやぶれるのは，古代ゲルマンの神々がキリスト教に駆逐されて行くの

を象徴してみるとも見られる．、．

　（第3場）夜がしだいにあける．伝令官がつたへる．けふ，エルザとあの

神につかはされた者との結婚式がある，しかし，あの方は，いつまでも，甘

いやすらぎにひたってはみない．兵を募って，王の召集に馳せ参じようとし

てみるのだ，と．そこに，フリードリヒが登場し，あの男を，神をだました

者として訴へてみぜる，とい．ふ．

　（第4場）きらびやかに着飾った婦人たちの行列が婦人都屋から出て来

て，聖堂にむかふ．そのなかに，エルザもみる．そのとき，「行列のうしろの

はうにまじってみたオルトルートが，エルザのまへにとびだし，昨夜とは打

ってかはり高飛車に出て，エルザの悪口．をいひ，あの見知らぬをとこは，き

のふ，魔法の力で裁判に勝つたのだ，と皆にいひふらす．エルザがあまりの

驚きのために，失神しかけたとぎ，王が到着．、・　…　　　　ゼ，

　（第5場）ローエングリーンと王が登場．そこに，フリードリ1ヒが出で来

て，きのふの裁判は魔法にまどはされたのであるとして，ローエングレーン
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に名まへと身分と名誉とを，公衆の面前で名のるやうに要求する．しかし，

ローエングリーンはその要求をきっぱりとことわる．エルザのこ～うに，い

くらか疑ひの芽が芽生えかけたかに見える．フリードリヒがエルザにさ・

やく．「あの人のからだのほんの1部門もい㌧ですから切りとらせてくださ

い．指先だけでも．さうすれば，あの人のかくしてみることは，すっかりあ

なたに分るやうにしてあげますから」ローエングリーンがエルザに，「自分

をうたぐってみるか」と訊く，エルザはこたへる．い～え，わたしの愛はあ

らゆる疑ひをこえてみる，と．かうして，新郎新婦は，王につきそはれて，

聖堂に入って行く．

　第3幕．前奏の音楽が，結婚の華かなざわめきをあらはす．（第1場）花

嫁の部屋である．右手から，エルザをみちびいて，女たちが登場．左手か

ら，王と男たち，ローエングリーンをみちびいて，登場．すべての女たちと

男たち，舞台中央にあつまって，結婚をことほぐ大合唱となる．有名な「婚

礼の歌」である．王，ローエングリーンとエルザとを抱擁し，祝福する．小

姓たちの合図で，ふた～び，行列となり，歌をうたひながら，男たちは右

へ，女たちは左へと，全員，部屋をさる．（第2場）あとには，ローエング

リーンとエルザだけのこる．歌ごゑはだんだん遠のき，つひにはきこえなく

なった．2人は，いま，幸福の絶頂にあり，それぞれ自分の幸福に酔ってみ

るが，しかし，エルザのこ～ろを，一片のかげりがよぎる．ローエングリー

ンの「エルザ！」といふ呼びかけは，何と甘くひずくことか．それなのに，

エルザは夫（ローエングリーン）に名まへで，呼びかけられないのだ．彼は

名まへを明かしてくれないのだから．エルザのた・“1つの不満一と，いふ

よりも，唯一の，しかし，大きな，不安である．エルザはきく，「世間にそ

れが知れると，ひょっとして，あなたの身に何かわざはひでも起るのでせう

か」もしも，さうであっても，ローエングリーンのなやみを，エルザはわか

ち合ひたい，といふのである．エルザは執拗にぜまる，「お名まへは？　舟

はどちらから？」

　そのとき，ブリ・一ドリヒが，4人前家臣をつれて，抜刀で侵入して来る．
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ローエングリーンは，一刀のもとに，フリードリヒを切り殺す．

　（第3場）ふた・び第1幕とおなじシェルデ川のほとりの草原．朝であ

る．数人の代官が，それぞれ1隊の兵士を引きつれながら，次々と登場．ロ

ーエングリーンが，王の呼びかけに応じて，召集した兵士たちである．その

うちに，王も登場し，カシの木のしたに着座し，「神につかはされた勇士は？」

と，ローエングリーンをさがすが，みない．不安な動揺がおこる．そのとき，

担架にのせられたものが，舞台中央にはこばれて来る．すつぼりと覆はれて

はみるが，フリードリヒの死骸である．

　エルザ登場．顔色が大へんわるい．次いで，ローエングリーンも登場す

る．ローエングリーンは，自分がこ㌧に来たのは，王の呼びかけに応じて，

兵士たちと出征するためではない．それよりも，皆さんに訴へたいことがあ

る・といふ．こ～で・フリードリヒの死骸から覆ひが取りのぞかれる．それ

を・指さしながら・さらにいふ，「昨夜，私を襲ったこの男を，打ち殺したの

は，正当であったか，どうか」　また，神にさづけられた妻が，（この男に）

だまされてしまひ，夫をうらぎるに至った，と訴へる．その結果，ローエン

グリーンが何者であるかを，決してたつねない約束であったのに，エルザ

は・つひにその禁をやぶってしまった．かうして，ローエングリーンは，公

衆に，自分の身分を明かす．こ㌧から遠い遠いところに，モンサルグァート

といふ名の城砦があり・その真ン中に・光か“やく聖堂がある．そこには，

　　　　　ウやく
不思議なご利益のあるご神体が祭ってある．それはグラ・一ルと称せられるも

のであり・罪に穣れなき者のみが・それに仕へることが出来る．グラールを

まもる者は・この直ならざる力をさづけられ，グラールに奉仕すれば，死の

闇もその者を避けて通る．しかし，グラールによって，遠くへっかはされた

者は・1たび・その身分が知られてしまへば，すぐに身をかくさなくてはな

らない・かう話したうへ・ローエングリーンは，次のやうにしめく・る．「さ

あ，おき～ください．私がその禁じられた問にごたへます．グラールによっ

て，私はみなさんのところに，つかはされたのです．私の父パルチグァール

は，グラールをまもる騎士たちの王であり一その騎士の1人である私は，
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ローエングリーンと申します」

　エルザは失神しさうになる。そのとき，白鳥がまたもや川を遡って来るの

が見える．ローエングリーンはエルザに，角笛と剣と指環とを与へ，これ

を，弟ゴットフリートが戻って来たらわたしてくれるやうにと頼む．オルト

ルートはローエングリーンが帰るのを見て，凱歌をあげる．そして，いふ，

「この白鳥が何者なのか，首につけておいた鎖で分る．これこそ，ブラバン

トの世継ぎなのさ」オルトルートが魔法で，ゴットフリートを白鳥にかへて

おいたのである。

　岸辺まで行ってみたローエングリーンが，立止って，熱心に祈る．グラー

ルの鳩が飛んで来るのを見て，ローエングリーンは白鳥の鎖をほどく．白鳥

は水のなかにもぐると，ふた・び姿をあらはしたのは，銀の甲冑に身をかた

めた美しい少年・ゴットフリートであった．

　オルトルートはゴットフリートを一目見て，アッと云って倒れる．すで

に，ローエングリーンの姿はなく，エルザの必死の呼びかけも，むなしい．

遙かとほく，鳩にひかれた小舟に，．楯にもたれて情然としてみるローエング

リーンが見える．エルザは，息たえて，ゴットフリートの腕にもたれなが

ら，地に倒れる．

（4）

　オペラ『ローエングリーン』に対して，いま～でに多くの人々が，すでに

さまざまの解釈をこ㌧うみてるる．第1に，作者であるワーグナーが，自ら

頃作の自習を書いてみる（『友人への報告』）．ローエングリーンは天才的な

芸術家を象徴してみる．しかし，ローエングリーンは，隔絶した芸術家（神）

の立場ではなく，愛を，愛されることを，愛を通して理解されることを，の

ぞんだ．さうして，彼は1人の女性のこ・うからの助けを求める叫びごゑを

きいたとき，荒涼とした孤独からぬけだして，人聞界へおりて行った．「天

才的な芸術家」ローエングリーンは，大衆との結びつきを求めて．しかし，
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大衆の無知と嫉妬は，彼を元の孤独へ追ひやるのである．「

　このやうに，ワーグナーは『ローエングリーン』といふ作品を，一種の

「芸術家小説」（KUnstlerroman）としてみる．そこには，自分自身の願望

が託されてある．つまり，ワーグナーという天才芸術家は，世の中から，一

向に認められない．自ら，民衆との結びつきを求めてみるのではあるが，い

つも世間の無知と嫉妬とに仕返しされ，ワーグナーの期待は裏切られるので

ある．

　総じていへば，ワーグナーの作品は，伝説や既成作品に取材してをり，自

己の体験のナマの表出ではないが，作者自身の体験の裏づけがある．『オラン

ダ人』がさうであり，『トリスタン』がさうであり，この『ローエングリー

ン』がさうである．ゲーテが自分の作品について語ったことばを借りれば6），

ワーグナーの作品もまた，長い告白の断片といへる．

　ノ・ンス・マイヤーなどの解釈も，ほとんどワーグナーの発言をそのま～な

ぞってみるに過ぎない．

　「ローエングリーンは，またもタンホイザーであり，またも芸術家であ

り，またもリヒアルト・ワーグナーである．ローエングリーンは，日常の中

にあらはれる奇蹟であり，天才である……

　ローエングリーンの悲劇は，その孤独にある．彼は，（エルザの姿で）奇

蹟を熱望してみる世界にあらはれた奇蹟である．しかし，また，この世界は

同時に，その奇蹟を日常的な領域におひやり，まさにさうすることによって，

奇蹟のグェールを剥いでしまふのである……

　天才は有無をいはさぬ誠実，絶対の信頼，例外の特権を要求する．日常性

は名まへや素姓を知らうとし，奇蹟を通常のありふれたものへと組込まうと

する」（Hans　Mayer，　R．　P709％θ7，　S．46f．）

　『ローエングリーン』からは，このほかにも，いろいろのことが引きだせ

る．たとへば，まへにも述べたやうに，『ローエングリーン』は，キリスト

教と異教との対立をあらはしてみるとも取れる．ローエングリーンは聖杯の

騎士の王パルチグァールの息子であり，のちには，ローエングリーンも聖杯
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王となる．一方，フリードリヒとそのi妻戸ルトルートは，古代ゲルマンの神

々（グォータン，フライアなど）を信じてみる．これはまた，より政治的に

見れば，保守と革新との対立とも見られる。ワーグナー自身，オルトルート

について，「彼女は反動主義者であり，古いもの・みを尊敬し，それゆゑに，

あらゆる新しいものに敵対する女です」（リスト宛書簡，52年1月30日）と

いってみる．

　ワーグナーはこのほかにも，保守と革新との対立をしばしば取りあげる．

前作『タンホイザー』では，グォルフラムを中心とする保守派と，大胆に官

能的な愛を讃美するタンホイザー，のちの作品では，『ニュルンベルクのマ

ィスタージンガー』で，伝統と干弄びた規則にとらはれてみる親方たちと自

分の感情に素直なワルターなど，いつれの場合にも，作者ワーグナーの心

情は後者一すなはち，革新のはうに傾いてをり，この『ローエングリー

ン』においてもまた，同様であることは，いふまでもない．ブルードンやバ

クーニンなどの無政府主義に同調し，ヘーゲル左派のフォイヤーバノ・の「弟

子」であったワーグナーにあっては，当然の帰結であり，多くの研究書で，

「非政治的」のレッテルをはられてるるワーグナーが7），　ドレスデン暴動の

際のバリケードやぶりとして，極めて「政治的」であったことも注意してお

かなくてはならない．

　また，当時のドイツの政治的な立場を考慮に入れた解釈も可能である．こ

の作品には，東からのハンガリーの侵攻をふせぐために，ドイツ各地が1つ

になって，異民族とのた・かひにそなへるといふ史実が，折込まれてある

が，1845年前後のドイツの現実の問題としては，東の方では，対ロシアとの

領土問題，北の方では，シュレスグィヒ，ホルシュタイン2公国をめぐる対

デンマークとの勢力争ひが，人々の念頭にあり，史実と現実とが2重写しに

なってみたといふ見方もある（Hans　Mayer，　R．伊08’％θ7，　S．49）．

　このオペラを，このやうに当時のドイツの時事問題とからませて解釈する

仕方は，多彩な解釈の1例をしめしてをり，歴史的には，それなりの意味を

もつかもしれないが，現代の私たち一それもドイツ人でもない私たちに
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は，もっとも興味のない受け取り方である．私たちに，一番問題なのは，

130年まへに，はるか西方で作られたオペラが，その時空の差を一挙に飛び

こえて，私たちに訴へて来るのは，一たい何であるのか，といふ点にあるの

である．

　このやうに考へるならば，ワーグナーがこの作品にくだした解釈，それは

作者の意図であって，作品の効果と作意とは全く別物であるのは，もちろん

であるが，『ローエングリーン』を一種の「芸術家小説」と見るのが，より

多い妥当性をもつてみるといってもい・やうにおもはれる．

　しかし，また，ワーグナーのオペラが，ワーグナー没後100年のあひだに，

さまざまの演出で上演されたが（とくに，1951年の新バイロイト以後），そ

れらのうちのどれか1つを権威にするのが間逮ひであるやうに，『ローエン

グリーン』に対する解釈も，どれか1つだけを正しいとするのこそ，正しく

ない，とすれば，おのつとまた，別の見方も可能となって来るであらう．

（5）

　ワーグナーのオペラ『ローエングリーン』は，ドラマとして，成功作では

あるけれども，19世紀の写実的な市民劇のやうに，人物の心理や行動が，論

理的にゑがかれてるるわけではない．しかし，それは欠点ではなく，むし

ろ，そのために多様な解釈を許す多面体となってをり，時空の差をとび越え

て，私たちのこ誉ろをつかむのである．丁ど，極めて非論理的に見える民話

や童話が，私たちの存在の根源にふれてみるやうに．これに対して，19世紀

の写実劇は，1つの社会の断面を鋭く切り取ってはみるが，それは時間と共

に古びて来るのである．丁ど，白黒の写真がセピア色に変って行くやうに．

　従前の『ローエングリーン』解釈は，（1）あまりにも，ローエングリーン中

心に考へすぎてをり，（2）また，あまりにも，2つの相反する原理の対立にこ

だはり過ぎてみた感がある．

　『ローエングリーン』といふオペラを，エルザの立場から見れば，そこに
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はまた，別の展望がひらけて来るであらう．まつ，このオペラに枠をつけて，

話全体を劇中劇に見立てるのである．

　ある日，エルザは弟ゴットフリートをつれて郊外へ散歩に出かける．ゴッ

トフリートは腕の下に大型の本をか㌧へてみる．本の題名は，『白鳥の騎

士』．2人は，1本のカシの木の下に腰をおろし，エルザは，もって来たバ

スケットのなか・ら針と糸とを取りだして刺繍をはじめる．ゴットフリート

は側で，本をひらく．少しすると，エルザは刺繍につかれ，パス．ケットを枕

に横になる．

　エルザはノ・ットした．ゴットフリートが，みないのである．さっきまで，

たしかに，．こ・で本を読んでみたのに，と思ふのであるが，文字どほり，掻

き消したやうに，みなくなった……かうして，『ローエングリーン』全体が，

思春期の少女エルザの妄想となる．兎穴におち込んだアリスといったところ

であるが，アリスとエルザでは年齢がちがふから，．思ひゑがく像もおのつと

異なる．

　ブラバントの公女エルザ，17～8歳．彼女は早く栂をなくし，今度は，父

までも失った．エルザと弟ゴットフリートの2人だけが残される．この情況

において，エルザのこ・ろは，大へん：不安定であり，妄想をゑがきやすい状

態にある．

　この年齢の少女のこ・ろをとらへる第1のものは，結婚への「あこがれ」

であり，同時に，それに対する不安である．そして，まつ，前者一結婚へ

のあこがれ，量れも，この年齢の少女が抱く結婚のイメージの特徴は，大へ

んロマンチックであるといふ点である．慕ってみる男性が，まだ，具体的に

みるわけではないので，勢ひ，その像はロマンチックになるのである．

　白鳥のひく小舟に乗って，銀の甲冑を身にまとった騎士といふ設定は，少

女のロマンチックなあこがれの具象として，大へんふさはしい．それも，自

分が悪者にいぢめられて進退谷ってみるときに，颯爽と登場し，一撃のもと

に悪者をやッつける．まるで，悪龍を退治したジークフリートのやうに．ま

たは，トリスタンのやうに．少女はうっとりと見とれる．さうすると，美し
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い騎士はちかづいてきて，やさしく少：女の手をとり，2人は愛のことばを取

りかはす．しかし，同時に，後者一すなはち，不安もある．それは，この

王子さまは，どこの誰ともわからぬことである．善い人にはちがひないが，

その氏・素姓がわからぬ不安である．そして，いっか自分を残して去って行

くのではないか，といふ不安である．突然あらはれた者は，突然すがたを消

すかもしれない．

　思春期の少女のこ・ろを占めるもの・うち，結婚へのあこがれと不安と並

んで，もう1つの大きなものは，「世界へのおそれ」である．少女はこれか

ら世問へ出て行かねばならない．自分を待ってるるのは，自分の経験を全く

こえた無限にひろがる森であり，そこは，悪意と陰謀とに満ちてみるやうに

おもはれる．

　少女はおそれをの・く．さうして，身のまはりを見廻すと，いつの間に

か，自分が悪にとりかこまれてるるのに気づく．父を失って，弟．と2人きり

になったとおもったら，それまで，やさしかった叔父が，まるで掌をかへし

たやうにかはり，父の遺産をとらうとし，さらに，この悪鬼となった叔父

は，をさない弟をどこかにかくしておいて，自分に弟殺しの罪まで着せよう

とする，といふやうなことがおこるかもしれない．いや，もう実際におこっ

てみる……

　以上のやうな解釈へと誘ふ芽は，すでにテキスト自体のなかに含まれてみ

る．

　こ・では，．このテキスト全体を，エルザの妄想と見るのであるが，「妄想」

とは，夢の一種である．夢とは，何も睡眠中だけの現象にかぎられるわけで

はなく，「白日夢」などといふことばがあるやうに，もっとひろい意味でつ

かはれるのであり，妄想も，その1つであるが，このオペラが，エルザの夢

にみちびかれてみることは，第1幕のなかで，しばしば言及されてみる．

フリードリヒ「王さま，高慢にも，私との婚約を破殿したこの思ひあがつ

　た娘は，夢を見てみるのです」（第1場）
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男たち「何と不思議なことだ．姫は夢を見てみるのか」（第2場）

王（エルザを夢から，さまさうとするかのやうに）（第2場）

（エルザの顔つきは，夢みるやうな虚血とした表惰かち，

　浄化の表情に移って行く）（第2場）

うっとりとした

プリ「ドリヒ「姫の夢のやうな嘆言に，私はまどはされません」（第2場）

　ローエングリーンの姿は，つひに見えなくなり，エルザは，気を失って，

地に倒れる……エルザが，あたりを見廻すと，側でゴットフリートは熱心に

『白鳥の騎士』に読み耽ってみた．かうして，劇中劇の枠はとちる．

　オペラ『ローエングリーン』は，全体が思春期の少女の妄想となったと

き，それは，いっか見た夢のなかの心象風景であるからこそ，却って，（現

実よりも）より一そう強い現実感をもつて私たちに迫って来るのである．

注

1）　歌合戦とローエングリーンとは，一見，無関係のやうであるが，歌合戦伝説の後

　　半，ヴォルフラムとクリングゾーアとの問答のなかで，ヴォルフラムの質問にク

　　リングゾーアがアルトゥース王の円卓の騎士について話し，ローエングリーンの

　　名．まへも出て来る．

2）むかしは，レヒフェルト（Lechfeld）とおもはれてみたが，最近，アウグスブル

　　クと訂正された．Michael　Freund，　Pθπ’3‘加（；θε罐‘酌’θ，（C．　Bertelsmann

　　Verlag，1979）などには，いまだにLechfeldのま・である．（S．70）

3）国王「いまこそ，わが国の敵よ，寄らば寄れ，

　　　　われわれは勇敢にむかへ撃たう．

　　　荒涼不毛の東からの

　　　敵の侵入も，もはやゆるさない．

　　　　ドイツのために，ドイツの剣，

　　　かくて国威を発揚せよ！」（第3幕第3場）

4）　「裁判のための決闘は，騎馬ではなく徒歩で行い，露出した腕に楯と剣をかざし
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　　て闘って，どちらかが負傷したり降参したりすると終るのがふつうであった」

　　（平尾浩三訳『コンラート作品選」，郁文堂，16頁）

　　た“し，次のやうな記述もある．「証人を前にして，しばしば多くの見物人を集

　　めて，黒白を争う2人の戦士は馬にまたがり，槍を構えて突進する」（新倉俊一

　　「ヨーロッパ中世人の世界」，筑摩書房，96頁）これはどのやうな史料にもとつ

　　いてるるのであらうか．

5）　Ullseitn，　Lθがゐ。η4θ746躍soゐθπ5ρ700乃8

6）　「私が公けにしたもの・すべては，大きな告白の断片にすぎない」（「詩と真実」

　　第7章：，Hamburger－Ausgabe，　Bd．9，　S．283）

7）　○”Seine　Bete量1igung　am　Dresdener　Mai－Aufstand　wurde　als　theatralische

　　Ekstase　e三nes　leicht　entflammten，　aber　eigentlich　unpolitischen　KUnstlers

　　hingestellt．“（Hans　Mayer，1～．吻gηθ7，　S．57）

○”Wagner　habe量ch　sofort　als　Phantasten　erkannt　und　obwohl　mit

demselben　und　auch　Uber　Politik　gesprochen，　doch　nie　mich　demselben　zu

einem　gemeinsamen　Hande1ロverbunden．“　（M．　Bakunin）（W．　Lippert，

1己恥gπβ7sVθ7うσπ纏πgμπ41～露。肋θ加，S．214）

○「これこそは，ワーグナーが見かけは活動的であったにもかかわらず，本来の

意味の政治が彼の精神生活を充たしてはいなかったことの，いやほとんど触れて

さえいなかったことのいま1つの証拠である」（グェステルンハーゲン「ワーグ

ナー」，191頁）

○「およそ彼ほど非政治的な人間はないのである」（相良守峯「ワーグナーの思

想と芸術」，育生社，173頁）

○トーマス・マンの「リヒアルト・ワーグナーの》ニーベルングの指環《」，およ

び『ワーグナー弁護のために一》コモン・センス《の編輯者への手紙」など．
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        R. Wagners Lohengrin, ein Drama im Drama

                                              Yoshihiro Ito

  Bisher ist R. Wagners Oper Lohengrin von den verschiedensten

Gesichtspunkten aus interpretiert worden. Der Auffassung des

Verfassers nach ist das Werk die Trag6die eines genialen Kttnstlers.

Und es ist auch in Betracht zu ziehen, daB in dem StUck der Ge-

gensatz zwischen dem Alten und dem Neuen oder dem Heidentum

und dem Christentum geschildert wird. Ferner belebt die Oper, in

die der Sieg Heinrichs I. ifber die Ungarn hineinspielt, den Patrio-

tismus der Deutschen usw. Von diesen Gesichtspunkten her wird

Lohengrin allein Mittelpunkt der Ereignisse.

  Wie ist jedoch das Musikdrama zu verstehen, wenn das Geschehen

durch Elsas Augen betrachtet wird? Aus dem Lohengrin wird dann

eine Rahmenerzahlung: ein Drama im Drama; diese Oper stellt den

Wahn eines Madchens in der Pubertat dar. Im Alter von 17-18 Jahren

ist das Geftihl eines Madchens sehr unstet und neigt zum Wahn.
Dazu kommt, daB EIsa die Mutter frUh verloren hatte, und auch ihr
Vater eben gestorben war.

  Das erste, was in diesem Alter das Madchen ergreift, ist die
Sehnsucht nach Heirat und zugleich die Angst davor. Die Sehnsucht
hat als Kennzeichen, daB sie sehr romantisch ist, denn es gibt fur

Elsa den Geliebten nur im Traum. Der Schwanritter ist sein Ebenbild.

Aber der fremde Prinz kann ebenso p16tzlich verschwinden, wie er

sich zeigte. Sie ist in groBer Angst.

  Das zweite, was Elsas GefUhl beherrscht, ist die Furcht vor der

Welt. Nach dem Tod des FUrsten hat sein Bruder, der Onkel von
Elsa, sich in einen Teufel verwandelt. Er maBt sich an, Thronfolger

zu sein. Die Umwelt ist voll von B6sem, so glaubt die Tochter des

Herzogs und schaudert davor. Der Wahn ist sebstverstandlich eine

Art Traum; im Traum ist man allgemein eher bedroht, als daB sich

Wttnsche erfif11en. Es scheint, als ob Elsas Sehnsucht erftt11t wifrde.

Aber die Katastrophe bricht herein: Lohengrin muB Abschied von

ihr nehmen. Entseelt sinkt sie zu Boden......Und der Rahmen des

Dramas schlieBt sich.
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